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 急速に進む社会変化に伴い価値観が多様化する中で、相手の考えを理解したり、

自分の考えを伝えたりするための論理的な思考力を育てることが課題となってい

る。その解決には、説明的文章を通して内容を理解する力を育て、論理の展開の仕

方を学ばせることが有効である。それに加え、個に応じた指導と評価を工夫するこ

とで確実に学ばせていく。そこで、本研究の主題は「論理的な思考力を育てる個に

応じた指導の工夫～『説明的文章を読むこと』を通して～」とした。研究内容とし

て①論理的な思考力を育てる指導の工夫 ②個に応じた指導と評価の工夫を挙げ、

「論理的な思考力を育てる読むこと」の評価規準表を作成して、学習過程や学習活

動、一人一人の学習状況に応じた指導を工夫して、授業を通した実践的な研究を行

った。 

〈  要  約  〉
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Ⅰ 全体研究主題及び研究の概要 
 
 
 
 

１ 研究主題設定の理由 
  文化審議会国語分科会による「これからの時代に求められる国語力について」（平成 16年
２月）には、「今後の国際化社会の中では、論理的思考力（考える力）が重要であり、自分の

考えや意見を論理的に述べて問題を解決していく力が求められる。」とある。価値観の多様化、

国際化が進展している社会状況では、互いの考えを言葉で伝え合い、相互理解を深めながら

人間関係を形成していく力が必要である。そこで、相手の考えを的確に理解し、自分の考え

を筋道を立てて組み立てるための論理的な思考力を育てることを研究の中心とした。 
研究を進めるにあたっては説明的文章を取り上げることにした。それは、一つには、説明

的文章は読み手に分かりやすく伝えるために論理的な構成になっており、論理的な思考力を

育てるのに適していること、二つには、筆者の考えやその根拠を読み取る学習を通して、自

分の考えを構築するための論理的な思考力を身に付けることができることからである。 
しかし、本研究で行った意識調査によると、７割近い児童が説明的文章より文学的文章を

好んでおり、この傾向は学年が上がるにしたがって顕著になっている。また、説明的文章の

指導については、７割近い教師が「読む力の個人差への対応」が一番難しいと回答していて、

二番目に「児童が自分の考えをもつこと」が難しいことを挙げている。これらのことから、

児童一人一人が発達段階に応じて、自分の考えをもちながら読むことができる学習過程や学

習活動の工夫が、必要であると考える。そのためには、指導のねらいと評価規準を明確にし

て児童一人一人の学習状況をつかみ、個性や習熟の程度に応じた指導を行うことが必要であ

る。 
  以上のことから、本研究では説明的文章の読みを通して、論理的な思考力を育てるととも

に、個に応じた指導を通してその力をより確かに定着させるために上記の主題を設定した。 
２ 研究主題についての基本的な考え方 
○ 研究主題のとらえ方 
 (1)「論理的な思考力」とは、次のようにとらえた。 
○事実や意見等を区別して読み取る力 

  ○筆者の意見等を支える根拠や理由を読み取る力 
  ○文章の構成や論理の展開に沿って内容を読み取る力 
  ○事実や根拠に基づいて自分の考えをもつ力 
 (2)「個に応じた指導」とは、評価を生かし、一人一人の学習状況に応じた工夫をする指導で
あるととらえた。なお、「個に応じた指導」の内容としては以下の２つがあると考える。 
・個別性に応じた指導・・・一人一人の読む力に応じた支援を行い、基礎的基本的内容を

確実に定着させる指導 
・個性に応じた指導・・・・一人一人のよさや可能性を伸ばし、個性を生かす読みの指導 

全体研究主題 
論理的な思考力を育てる個に応じた指導の工夫 
～「説明的文章を読むこと」を通して～ 
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３ 研究構想図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 

今年度の教育研究員共通テーマ 
「個に応じた指導の一層の充実」 

児童の実態 
○言葉を適切に用いた人間関係形成能力・自己
表現力の衰え 
○読書量の低下 
○語い力の低下 
○感覚的にとらえることを好む 
○読む力の個人差が大きい 

求められる国語の力 
○情緒力 
○言葉を用いて伝え合う能力 
○深く思考するための語い力 
○自分の意見をきちんと述べるための論理的 
思考力 
○情報を的確に判断・処理する力 
○考えを組み立てて発信する表現力 

研究主題 
論理的な思考力を育てる個に応じた指導の工夫 

～「説明的文章を読むこと」を通して～ 

 

論理的な思考力を育てる指導の工夫 個 に 応 じ た 指 導 と 評 価 の 工 夫 
発達段階に応じた説明的文章の読みに
おける論理的な思考力を明確化し、学習
過程や学習活動を工夫する。 

育てたい力を明確にした評価規準を基に自
己評価を含めた評価計画を立て、一人一人の
学習状況に応じた指導の工夫・改善を行う。 

※基礎研究として「論理的な思考力を育てる読むこと」の評価規準を作成（巻末参照） 

 
○ 読みの課題をもち、進んで読む子 
○ 言葉を手がかりに内容を読み取る子 
○ 文章の組み立てが分かる子 
○ 自分の考えをもつ子 

説明的文章を読むことにおいて、言葉や文章構成などを手がかりに筋道を立てて筆者の考え
をとらえ、自分の考えをもつことができるよう指導計画や指導方法を工夫すれば、論理的な思
考力が育つであろう。 
また、一人一人の学習状況に応じて指導を工夫すれば、より確かに論理的な思考力が育つで
あろう。 

検 証 授 業 成果と課題

低 学 年 分 科 会 中 学 年 分 科 会 高学年分科会（第一・第二） 
大事な言葉をおさえて、自
分の思いを膨らませながら
読む力を育てる個に応じた
指導の工夫 

内容の中心をおさえて、自分
の感想や意見をもちながら
読む力を育てる個に応じた
指導の工夫 

要旨をとらえ、自分の考えを
明確にしながら読む力を育
てる個に応じた指導の工夫 

 

研究の内容 

研究の仮説 

目指す児童像 

分科会研究主題 
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４ 分科会の研究構想 
 
 低 学 年 分 科 会 中 学 年 分 科 会 高学年分科会（第一・第二） 

研
究
主
題 

大事な言葉をおさえて、自分の思

いを膨らませながら読む力を育

てる個に応じた指導の工夫 

内容の中心をおさえて、自分の感

想や意見をもちながら読む力を育

てる個に応じた指導の工夫 

要旨をとらえ、自分の考えを明確

にしながら読む力を育てる個に応

じた指導の工夫 

研
究
主
題
の
と
ら
え
方 

○「大事な言葉をおさえて読む」

とは 
順序や内容を表す大事な言葉

をおさえて読むこと。 
 
○「自分の思いを膨らませなが

ら読む」とは 
語句や表現から様子や事柄を

思い浮かべ、疑問や感想をもちな

がら読むこと。 

○「中心をおさえて読む」とは 
中心となる語や文をとらえなが

ら要点をまとめ、段落相互の関係

を考えて文章を正しく読むこと。 
 
○「自分の感想や意見をもちなが

ら読む」とは 
読み取った内容に沿って、友達

と感想や意見を交流することで共

感したり、疑問をもったりしなが

ら読むこと。 

○「要旨をとらえる」とは 
事象・感想・意見の関係をおさ

えながら、筆者の主張を理解する

こと。 
 
○「自分の考えを明確にしながら

読む」とは 
自分の立場から、筆者の意見に

ついてどのように考えるか意識し

ながら読むこと。 

目
指
す
児
童
像 

○読みの課題が分かり楽しく読

む子 
○言葉を手がかりに内容の大体

を読む子 
○文章のまとまりや順序が分か

る子 
○叙述を基に、自分の思いを膨ら

ませる子 

○読みの課題を見付けて読む子 
○内容の中心となる語や文をとら

えて読む子 
○段落相互の関係を考えて読む子 
○読み取った内容について、自分

の感想や意見をもつ子 

○自ら読みの課題をもち、進んで

読む子 
○言葉を手がかりに文章を的確に

読み取り、要旨をとらえる子 
○筆者が用いた論理の展開のよさ

が分かる子 
○自分の考えを明確にしながら読

む子 

研 

究 

内 

容 

○論理的な思考力を育てる指導

の工夫 
・読みの課題が分かり、興味をも

って読み進めるための学習過程

の工夫 
・大事な言葉や文章のまとまりを

おさえて読む力を身に付けさせ

るための学習活動の工夫 
・自分の思いを膨らませ互いに分

かり合うための表現活動や場の

工夫 
 
 
 
 
○個に応じた指導と評価の工夫 
・一人一人の読む力に応じたワー

クシートを用いる指導の工夫 
・身に付いた力や学習への取り組

み方が分かる自己評価カードの

工夫 
・効果的な言葉かけを行うための

個別支援計画の工夫 
 

○論理的な思考力を育てる指導の

工夫 
・目的をもって読み進めるための

学習過程の工夫 
・内容の中心をとらえる力を身に

付けさせるための学習活動の工

夫 
・思考の過程が見えるワークシー

トや学習方法の工夫 
・読み取った内容に沿って自分の

感想や意見をもち、広げる場の

設定の工夫 
 
 
 
○個に応じた指導と評価の工夫 
・一人一人の読む力や関心に応じ

た指導の工夫 
・児童自身が読みのめあてを選び、

振り返る自己評価カードの工夫 
・前時までの評価を生かした個別

支援計画の工夫 

○論理的な思考力を育てる指導の

工夫 
・既習事項を確認し、自らの読み

の課題をもたせるための学習過

程の工夫 
・文章構成について理解し、自分

の考えをもつための学習活動の

工夫 
・自分の考えを明確にしながら読

み深めるための教材・教具の工

夫 
・自分の立場を明確にし、他の考

えと比べて自分の考えを広げ、

深める場の設定の工夫 
 
○個に応じた指導と評価の工夫 
・一人一人の読む力や課題、関心

に応じた指導の工夫 
・児童が学習を振り返り、次の課

題を明確にするための自己評価

カードの工夫 
・一人一人の学習状況に応じた指

導を行うための個別支援計画の

工夫 
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Ⅱ 各分科会の実践 
授業実践の概要 
１ 論理的な思考力を育てる指導の工夫 
(1) 学習の流れの明確化 
説明的文章の学び方を整理して明確に示す。単元の学習課題や学習活動を焦点化し、学び

方を身に付けさせる。学習手順の説明が省けるようになり、読む時間の確保につながる。 
 低 学 年 中 学 年 高 学 年 
一
単
元

の
学
習

過
程 

･大事な言葉に色分
けして印を付け
る。 

・大事な文や言葉を読み取
り、問い答え(Q&A)にま
とめる。 

・問題提示文で示された内容を
追究する。 
・各段落の要点をまとめる。 

一

単

位

時

間

の

学

習

活
動 

・サイドラインを引く 
・話し合う 
・自分の考えを書く 
・交流する 
・自己評価する 

・サイドラインを引く…段階を追って⇒(2)参照 
・交流する…グループで 交流コーナーで 
・話し合う…全体で確認するべき指導事項について 
・自分の考えを書く…学習課題に対して・筆者の考えに対して 
・自己評価する…観点を明確にして⇒２(3)参照 

(2) 言葉を手掛かりに読み深めるためのサイドライン 
 読み取りの手掛かりになる最重要語句に一度で線を引くことは難しい。児童が線を引きや

すくするとともに、段階を追って読みが深まっていくよう、線を引く手順を工夫する。 

(3) 文章構成の理解 
発達段階に応じて、文章のまとまりや段落相互の関係をとらえ、筆者の論の展開を理解す

る。そのための学習活動を工夫する。 
 低 学 年 中 学 年 高 学 年 

学
習 

 

活
動 

接続語を手掛かりとして、

文や段落相互のつながり方

を確かめる。 

問いとそれに対する答え 
（Ｑ＆A）にまとめる。 

意味段落に分けて文章構成

を図に表し、それを生かし

て要約する。 
構
成
の

把
握
の

手
だ
て 

話題となる事例ごとに、重

要語句に囲みや傍線などを

色分けして書き込む。 

大事な文や言葉を問いと

答えにまとめることで段

落相互の関係を理解する。 

要点や要旨の付箋の操作を

し、段落相互の関係と内容

の軽重を考えやすくする。 
(4) 「論理的な思考力を育てる読むこと」の評価規準表 
系統的に論理的な思考力を育てるための「読むこと」の評価規準表を作成した。学習指導

案においても評価規準を中心におく形式をとることで、目標に照らして重点となる学習活動

が明確になる。 
※指導案の形式 
 
時間 各時間の目標 学習活動に即した具体的な評価規準（評価方法） 主な学習活動,研究主題に迫るための手だて 

 低 学 年 中 学 年 高 学 年 
線
を
引
く 

 
 

観
点 

・話題となる具体物の特徴 
・話題となる具体物の言い
換えの言葉 

・内容の中心にかかわる
語や文 
・筆者の考えや言葉が表
れている文 

・要点につながる語や文 
・論理の展開を示す言葉 

線
を
引
く 

 
 

手
順 

①黒…自分で考えて 
②赤…皆で話し合い確認
して 

①黒…自分で考えて 
②青…友達の発言を聞いて 
③赤…皆で話し合い確認し
て 

①黒…大事だと思う言葉に 
②青…自分で読み返して、大事
だと思う言葉に 

③赤…皆で大事な所を確認して 

目標と評価規準のつながりが明らかになり、より具体的な評価規準を立てることができる。 
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２ 個に応じた指導と評価の工夫 
(1) 学習形態・学習方法の多様化 
習熟の程度や意欲をもちやすい学習形態に応じて、児童が選択肢をもちながら学習を進め

られるようにすることで、より児童の個別性・個性に合った学習ができると考える。 
 ア グループ別学習            
同じ学習のねらいに対して、学習活動の難易度 例 
や学習形態を変えることで個々の児童に対応する。 

 
 
 
 
 
 
 
このほかにも、友達同士で意見交換する「交流コーナー」や教師が個別に指導する「質問

コーナー」の設定を組み合わせて、より効果的に個に応じた指導ができるようにする。 
イ 学習カードの活用 手引き ヒントカード ワークシートの選択 
  単元の学習に合わせた「学習の手引き」を用意し、基礎的な学習内容や学習の進め方を確

認させる。さらに支援が必要な児童には、ヒントカードを与えて自力解決を図らせる。自力

解決につまずいている場合には、教師が個別指導にあたる。また、ワークシートを数種類用

意し、児童の課題解決方法への興味・関心やヒントの必要性に応じて選択できるようにする。 
(2) 個別支援計画表（座席表型） 
①前時までの評価からその時間の目標を設定する。 
②ねらいと学習状況に基づき、予想される支援を 
計画する。 
③机間指導により評価しながら支援する。 
児童名 児童名 児童名 児童名 

１ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ 

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ 

A  B  ◎ A  B  ◎ 

 

A  B  ◎ A  B  ◎ 

(3) 自己評価カード 
毎時間自己評価カードへの記入を行い、個々の学習意欲や課題意識の高揚を図る。 

 低  学  年 中  学  年 高  学  年 

自己評価 
のねらい 

学習の満足感を味わわせ、
次時の学習への意欲付け
をする。 

課題意識を高めるととも
に意欲付けをする。 

学習のめあてに即して自己の
学習状況をとらえさせ、課題
を明確にする。 

記入内容 

・観点ごとに◎○△ 
・次時の課題を選択 

・観点ごとに◎○△ 
・次時の課題を選択 
・学習の感想 

・めあてを観点として、学習
の達成度や課題などを文章
で記述 

一人で学習を進める

グループ 

友達と話し合いながら

学習を進めるグループ 
段落の要点をまとめ

る。 
小見出しをつける。 

段落の要点をまとめ

る。 

文章構成を表す図を

工夫して作る。 

 

ワークシートを活用し

て文章構成を表す図を

作る。 

手引きを基に要点のまとめ方を確認 

はじめの段落の要点をまとめる 

・学習の流れや方法を確認し見通しをもたせる。 
・自己評価を基に、自分でグループを選択させる。

 

☆個々の習熟の程度や学習課題、意欲に応じた学習

活動ができる。 
☆全体指導、個別指導に加え、グループ別の指導を

組み合わせた効果的な指導ができる。 

めあて（例） 
１ 自分の作った文章構成を表す図に
ついて発表する。 
２ 各段落の要点のつながりと軽重を
考え要約する。 
３ 各段落の要点をつなげて要約す

ア 各段落の役割を確認させる。 
イ 文章構成を表す図を確認させ、
問題に対する答えとその根拠３
点に着目させる。 
ウ 各段落の要点をつなぐ言葉を
考えさせる。 

評価 観察児童を絞って活用する 

支
援
（
例
）
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３．検証授業の実際 
分科会 検証授業の単元 ◇研究主題に迫るための手だて ○成果 と ・課題 

低 
 

学 
 

年 

サンゴの海の生

きものたちのか

かわり合いを見

つけよう～「サ

ンゴの海の生き

ものたち」 

（光村図書２年

上） 

【工夫①】論理的な思考力を育てる指導

の工夫 

◇具体物やキーワードカードを用い、大

事な言葉をおさえる。 

◇身に付いた力を確かめさせるために

補助資料を活用する。 

【工夫②】個に応じた指導と評価の工夫

◇友達と学び合えるように交流コーナ

ーを設ける。 

○具体物やキーワードカー

ドは児童の言葉の理解を

助けた。 

○交流コーナーでの学び合

いは児童に自信を付け、

同時に個別指導時間の確

保にもなった。 

・交流コーナーにおいては、

キーワードの吟味と支援

の工夫が必要である。 

中 
 

学 
 

年 

つたえよう、め

だかのひみつ～

「めだか」 

（教育出版３年

上） 

【工夫①】論理的な思考力を育てる指導

の工夫 

◇内容の中心をとらえる力を身に付け

させるために、重要な語句や文を見付

けて、問いと答えの「Q＆A」の形でま

とめ、内容の中心を整理できるように

する。 

【工夫②】個に応じた指導と評価の工夫

◇自分に合った学習方法を選べるよう

に、「先生や友達と一緒に読むグルー

プ」と「自分たちで読むグループ」を

設ける。   

・「Q＆A」の形は、説明文の

文章構成の一つを学ぶこ

とができた。しかし、ど

のような「問い Q」を出

すか、検討が必要である。

・児童は一人一人の力に合

った支援を得て学習を進

められたが、さらに個に

応じた支援を具体化する

ことや両グループの交流

の仕方も工夫することが

必要である。 

高 
学 
年 

第 

一 

考えよう、わた

したちの未来を

～「海にねむる

未来」 

（光村図書５年

上） 

【工夫①】論理的な思考力を育てる指導

の工夫 

◇単元構成を工夫し、中心となる発問に

沿って事例を比較しながら読み取ら

せる。 

【工夫②】個に応じた指導と評価の工夫

◇ワークシートを毎時間評価すること

でヒントを書き込んだり、別のワーク

シートを用意したりして、習熟の程度

に合わせた指導をする。 

○学習材の特徴をつかんだ

発問は、児童の意欲を高

め、要旨をまとめる際に

役立った。 

・別のワークシートの提示

の仕方を考える必要があ

る。 

高 

学 

年 

第 

二 

生き物のつなが

りを考えよう～

「生き物はつな

がりの中に」 

（平成17年度版

光村図書６年

上） 

【工夫①】論理的な思考力を育てる指導

の工夫 

◇文章構成を図に表し、段落相互の関係

を考えられるようにする。 

◇全文を要約させ、論の展開を理解させ

る。 

【工夫②】個に応じた指導と評価の工夫

◇「グループ別学習」により、自分に合

った学び方を選択させ、より効果的な

指導をする。 

◇学習の手引きやヒントカードを活用

し、主体的に学習できるようにする。

○文章構成を表す図は、筆

者の論の展開をとらえ、

要約する際に役立った。

○児童は自分に合ったグル

ープを選ぶことで、意欲

的に学習できた。 

・学習計画に合ったグルー

プ別の活動の工夫が必要

である。 
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低学年分科会 
１ 分科会研究主題 
  「大事な言葉をおさえて、自分の思いを膨らませながら読む力を育てる個に応じた指導の

工夫」 
 
２ 低学年分科会の実践 １０月実施 
(1)単元名「サンゴの海の生きものたちのかかわり合いを見つけよう」 

学習材「サンゴの海の生きものたち」  （光村図書 ２年上） 
(2)単元の目標  

 大事な言葉や順序に気を付けながら、海の生き物たちのかかわり合いを読み取る。 
(3)単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語についての 
知識・理解・技能 

・サンゴの海の生き物たちの

かかわり合いについて大事

な言葉を見付け、疑問や感

想をもちながら読もうとし

ている。 

 

・サンゴの海の生き物たちの

様子やかかわり合いについ

て、大事な言葉や文章のま

とまりをおさえながら読

み、自分の思いを膨らませ

ている。 

・主語と述語の関係に注意し

て、サンゴの海の生き物た

ちのかかわり合いを正しく

読んでいる。 

・指示語や接続語に気を付け

て読んでいる。 

 

(4)研究主題に迫るための手だて 
【工夫①】論理的な思考力を育てる指導の工夫 

○大事な言葉や文章のまとまりをおさえる学習活動の工夫 
◇サイドラインを引いたり色鉛筆で囲んだりして、大事な言葉や文章のまとまりに気付

かせる。 
◇叙述をおさえるために、具体物（絵カードや写真・挿絵など）やキーワードカードを

段階的に使い言葉の理解を支援する。 
○身に付いた読みの力を生かす工夫 

◇補助教材を用意し単元の終わりに、身に付いた力を生かす学習を計画する。 
【工夫②】個に応じた指導と評価の工夫       

○個別性に応じた指導の工夫 
◇学習状況に応じて支援できるように、交流コーナー（教師の支援を待たずに友だち同

士で確認する場）やヒントコーナー（教師の支援を借り段階的に学習する場）を設け

る。 
◇一人一人の読む力に対応できるワークシートを活用する。 

○個性に応じた指導の工夫 
◇意欲的に学習できるように、自分で「がんばりのめあて」を決め、毎時自己評価カー

ドに記入する。 
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具
体
物 

○具体物（絵カードや写真・挿絵など）やキ

ーワードカードを使ったことは、児童の言

葉の理解を大きく助け、叙述をおさえて自

分の考えを書くときのよりどころとなっ

た。 

 

 

補
助
資
料 

○補助資料「エビとハゼ」を用意し、学習材

の中で位置付けを考えさせたことは、「は

じめ、中、おわり」の組み立てをとらえる

のに有効であった。 

 

交
流 

コ
ー
ナ
ー 

○交流コーナーで児童が友達と学び合える

ことは、児童の自信につながると共に、教

師が個別指導の時間を確保する上でも有

効であった。 

・キーワードを提示することでワークシート

に書く表現が画一的になることもあった

ので、提示したキーワードの吟味と、支援

の工夫をする必要がある。 

チ
ャ
レ
ン
ジ 

問
題 

○チャレンジ問題を用意することは、読み取

る力のある児童や作業の早い児童に対し

て大きな意欲付けとなった。 

・次々に問題を解くだけでなく、一つの課題

にじっくりと取り組み、深く理解できるよ

うにすることも考え、用い方をさらに検討

する必要がある。 

自
己
評
価 

 
 

カ
ー
ド 

○自分で毎時の「がんばりめあて」を決め、

それができたか自己評価したことにより、

学習への大きな意欲付けとなった。 

 

 
 
中学年分科会 
１ 分科会研究主題 
   「内容の中心をおさえて、自分の感想や意見をもちながら読む力を育てる個に応じた指導

の工夫」 

２ 中学年分科会の実践 ９月実施 
(1)単元名「つたえよう、めだかのひみつ」 

 学習材「めだか」  （教育出版 ３年上） 
(2)単元の目標  

家の人にめだかの秘密を伝えるために、大事なことを落とさず、めだかの身の守り方や自

然の厳しさに耐える体の仕組みを読み取り、感想をもつ。  

(3)単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語についての 
知識・理解・技能 

・家の人にめだかの秘密を伝

えるために、進んで読もう

としている。 

・家の人にめだかの秘密を伝

えるために、大事なことを

落とさずめだかの身の守り

方や体の仕組みを読み取

り、感想をもっている。 

・指示語や接続語や文末表現

を手がかりとして、問題や

話題が提示されている段落

と、答えが書かれている段

落を理解している。 
(4)研究主題に迫るための手だて 

【工夫①】論理的な思考力を育てる指導の工夫 

○目的をもって読み進めるための学習過程の工夫 
◇「つたえよう、めだかのひみつ」を読みの課題とし、家の人に伝えるという目的をもって読

み進める学習過程にする。 
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 ○内容の中心や段落相互の関係をとらえる力を身に付けさせるための学習活動の工夫 
◇重要な語句や文を見つけてＱ&Ａの形でまとめたり、小見出しをつけたりする。 

○思考の過程が見えるワークシートや学習方法の工夫 
◇重要な語句や文に色別のサイドラインを引かせて、自分と友達の読みを比べることができる

ようにする。 
○読み取った内容に沿って自分の感想や意見をもち、広げるための場の設定と工夫 

◇交流コーナーをつくり友達の感想の良さに気付けるようにする。 
【工夫②】個に応じた指導と評価の工夫 

○一人一人の読む力や興味に応じた指導の工夫 

◇第２～４時間目は繰り返し学習を組み、第３～４時間目は「先生や友達と一緒に読むグルー

プ」と、「第２時の学習を生かして自分たちだけで読むぐんぐんグループ」に分け、自分で

学習方法を選べるようにする。 

◇段落ごとのヒントカードを用意し、自分で読み進めることができるようにする。 

○自己評価カードの工夫 

◇児童自身が読みのめあてを選び、振り返る自己評価カードを毎時間活用し、次時への学習意

欲が高まるようにする。 

 

(5)学習指導計画・評価計画（６時間扱い）  （検証授業の本時 ４／６） 

 

時
間 

 
各時間の目標 

 

学習活動に即した 
具体的な評価規準 

（評価方法） 

主な学習活動 
◇研究主題に迫るための手だて 

１ 「めだか」を読み、

学習活動を立てて

読みの課 題 をも

つ。 

読みの視点にそって

心に残ったことを見

つけ感想を書いてい

る。 
（記号・短冊・発表） 

①めだかについて知っていることや経験を発表する。 
②めだかの全文を読み、形式段落に分け、初発の感想を

書く。 
③読みの課題をもち、学習計画を立てる。  

◇見付けためだかのひみつをクイズにして家の人に

伝えようと呼びかけ、学習の進め方を示すことで、

見通しをもてるようにする。【工夫➀】 
④次回の学習を確認し、読みのめあてを決める。 

◇めあての例から自分の力に合ったものを選べるよ

うに助言する。【工夫②】 

２ 第２～４段落を読

み、めだかの様子

を読む。 
 
 
 
 
 
 

めだかの様子を表す

語や文に赤のサイド

ラインを引き、Ｑ＆Ａ

に書き出している。 
（サイドライン・ 

発言・Ｑ＆Ａ） 
 
 

①読みの課題とめあてを確認する。 
②めだかを紹介するのに必要な言葉を読み取ってＱ＆

Ａに書く。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
◇重要語句を見付ける観点をヒントカードに示す。 

【工夫②】 
◇重要語句に色別のサイドラインを引かせて自分と

友達の読みを比べることができるようにする。 
自分：黒、友達：青、話し合って決定した言葉：

赤【工夫➀】 
③小見出しをつける。 

◇Ｑ＆Ａの内容をまとめる言葉を考えて小見出しを

書くように助言する。【工夫➀】 

学習の流れＡ 

１ 自分でめだかのひみつに関わる重要な語句や

文を見付ける。 
２ 友達の意見を聞いて考える。 
３ 話し合って重要な語句や文を決める。 
４ Ｑ＆Ａに書く。 Ｑ 

め

だ

か

は

ど

ん

な

魚

で

し
ょ
う
か
。 

Ａ 

春
に
な
る
と
出
て
き

ま
す
。 

た
い
へ
ん
小
さ
な
魚

で
す
。
体
長
は
三
、
四
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
し
か

な
り
ま
せ
ん
。 
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④感想を書き、交流する。 

 
◇交流コーナーで友達と感想を伝え合って互いのよ

さに気付けるようにする。【工夫➀】 
⑤第３、４段落からめだかの敵と課題提示文を見付け、

次回の読みの課題をつかむ。 
⑥自己評価をし、次回の読みのめあてを決める。 

◇本時のめあてを達成したか振り返らせ、自分の力

に合った次時間のめあてを決めるように助言す

る。【工夫②】 
                       

３ 第５～８段落から

めだかの身の守り

方を読む。 
 
 
 

 

身の守り方について

読みとったことをも

とに、視点にそった具

体的な感想を書いて

いる。 
（感想・発言） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①読みの課題とめあてを確認する。 
②第５～８段落から答えの文を見付け、Ｑ＆Ａに書く。 
 
 
 
 
                
 
 
 
 
 
 

ぐ：ぐんぐんグループへ す：すくすくグループへ 
◇ぐ：学習の進め方カードを用意し、自分たちで読

み進められるようにする。【工夫②】 
◇ぐ、す：答えの文の見付け方をヒントカードに示

す。【工夫②】 
③感想を書き、交流する。 
 
 
 

 
 
◇交流コーナーで友達と感想を伝え合って互いのよ

さに気付けるようにする。【工夫➀】 
④第９段落から話題提示文を見付け、次回の読みの課題

をつかむ。 
⑤自己評価をし、次回のめあてを決める。 

◇本時のめあてを達成したか振り返らせ、自分の力に

合った次時間のめあてを決めるように助言する。 
【工夫②】 

４ 
 
 

第９～１３段落か

らめだかの体の仕

組みを読む。 
 

体の仕組みが書いて

ある文に赤のサイド

ラインを引き、Ｑ＆Ａ

に書き出している。 
（サイドライン・ 

発言・Ｑ＆Ａ） 

①読みの課題とめあてを確認する。 
②自然の厳しさの事例を見付ける。 
③自然の厳しさに耐える体の仕組みを見付け、Ｑ＆Ａに

書く。【グループ別学習（第３時と同じ流れ）】 
④感想を書き、交流する。【学習の流れ（前述）１～２】 
⑤自己評価をし、次回のめあてを決める。 

５ 
 
 

第１４段落から筆

者の考えを読み、

文章全体の構成を

考える。 

他の段落との関係を

おさえて、筆者が伝え

たいことを具体的に

書いている。 
（吹き出し・発言） 

①読みの課題とめあてを確認する。 
②他の段落との関係を考え、ワークシートに書きこむ。 
③筆者が伝えたいことを読み取り、吹き出しに書く。 
④第２～４意味段落の小見出しをつける。 
⑤目次をつくる。 
⑥自己評価をし、次回のめあてを決める。 

学習の流れＢ 

１ 感想を書き、友達と読み合う。 

２ 感想を発表し合う。 

ぐんぐんグループ 

（自分たちで読む） 
学習の流れＡ 

１～４ 

５ 選んだ文を発表する。 

６ 小見出し作り 

すくすくグループ 

（先生や友達と一緒に読む）

学習の流れＡ 

１～４ 

学習の流れＢ 

１～２ 

（
本
時
） 

体長が３、４㎝にしかな

らないなんてびっくり

しました。 

○○さんはとてもくわしく感想を書

いていてすごいな。 

ヒ
ン
ト
カ
ー
ド 

こ
ん
な
言
葉
に
注
目
し

て
み
よ
う
！ 

① 
ま
ず
第
一
に
、 

② 
第
二
に
、 

③ 

第
三
に
、 

④ 

第
四
に
、 



 －13－

６ 
 
 

これまでの学習を

まとめ、家の人に

伝える準 備 をす

る。 

読みとった内容をも

とに視点に沿った感

想や自分の読みの変

容について具体的に

書いている。（感想・発

言） 

①読みの課題とめあてを確認する。 
②全文を読んで感想を書き、交流し、初発の感想と比べ

る。 
◇交流コーナーで友達と感想を伝え合ったり、初発

の感想と比べて自分の読みの変容に気付くことが

できるようにする。【工夫①】 
③ペアで家の人に伝える練習をする。 
④単元全体を振り返り、自己評価をする。 

課

外 おうちの人にめだかのひみつを伝え、感想を書いてもらう。 

 

(6)検証授業の成果と課題（研究主題に迫るための手だてについて） 

 

 
 成   果 課   題 

目
的 

○「つたえよう、めだかのひみつ」とし、常に

おうちの人に伝えるという明確な目的をもつ

ことは、大事な言葉を落とさずに読み取ろう

とする意欲を高めることができた。 

  

Ｑ
＆
Ａ 

○説明的文章の一形式である「問いかけの文章

と答えの文章」の構成を学ぶことができた。

○内容の中心のとらえ方を学ぶことができた。

・Q＆A を出す際に、どのような Q を出すかが重要

になってくる。Q の検討が必要になってくる。

サ
イ
ド 

 

ラ
イ
ン

○重要な語句を見つけてサイドラインを引くと

きに黒→青→赤と段階を踏んで学習を進める

ことで、思考の過程をワークシートに残すこ

とができた。 

  

学
習
の

流
れ

○学習の流れを明確化し、繰り返すことによっ

て、子どもたちに学習の流れが身に付いてき

た。 

  

板
書 

 

計
画 

○本文を拡大し、常に板書として提示すること

で、サイドラインや、言葉や文のつながりを

示すことができた。  

・児童がどの言葉に着目したかがわかるような板

書計画をたて、工夫することは、児童の思考を

整理し、より論理的な思考力を育てることがで

きる。 

感
想 

○「交流コーナー」で感想を友だちと交換し合

うことで、お互いの考えを知ることができた。

・感想は読み取った内容に沿って相手意識や、目

的意識をもって書くと自分の学んだことを確か

めることにもつながる。 

グ
ル
ー
プ
学
習 

○「先生や友達と一緒に読むグループ」と「自

分たちで読むグループ」に分けることで、自

分の力にあった支援を得て学習を進めること

ができた。 

○「自分たちで読むグループ」では、二人組み

での学習を取り入れることで、意見の交流や

学習の確かめを効率よく進められた。 

・時間配分を見直し、全体の学習をよりテンポア

ップすることで、自ら学ぶ力をさらに伸ばすこ

とができる。  

・「自分たちで読むグループ」への支援をもう少

し考える必要がある。       

・両グループの交流をする時間などを確保する。

ヒ
ン
ト
カ
ー
ド 

○大事な言葉を見つけるためのヒントカードは

内容の中心をおさえる力を育てることに役立

った。  

○小見出しのつけ方や学習のチェックカードな

どのヒントカードを有効活用することによっ

てさらに学習を深めていくことができた。 

  

自
己
評
価

カ
ー
ド

○自分のめあてを選び、振り返る自己評価カー

ドは学習意欲を高めることに役立った。 
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高学年第１分科会 

１ 分科会研究主題 

  「要旨をとらえ、自分の考えを明確にしながら読む力を育てる個に応じた指導の工夫」 

２ 高学年第１分科会の実践 ７月実施 

(1)単元名 「考えよう、わたしたちの未来を」 

  学習材 「海にねむる未来」  （光村図書 ５年上） 
(2)単元の目標 

  ◎文章の内容や構成を押さえながら要旨をとらえ、自分の考えをもち読み進める。 
  ○興味をもちながら文章を読み、未来について考えようとする。 
  ○事例を扱った段落を中心に構成してあることに気付き、文や文章の構成を理解する。 
(3)単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 
言語についての 
知識・理解・技能 

・「海にある宝物」をさがすた

めに、三つの事例を比べなが

ら内容を読み取ろうとして

いる。 

・三つの事例を読み取り、筆者

が述べたい中心の考えを押

さえ、要旨をとらえている。 
・自分の考えをもちながら読ん

でいる。 

・事例を扱った段落を中心に構

成してあることに気付き、文

や文章の構成を理解してい

る。 

(4)研究主題に迫るための手だて 

 【工夫①】論理的な思考力を育てる指導の工夫 

  ○既習事項を確認し、自らの読みの課題をもたせるための学習過程の工夫 

   ◇単元の前半で、第３学年及び第４学年で経験した意味のまとまりを考える学習活動を行う。

これにより、「意味段落」についての理解を確認することができる。 
○文章構成について理解し、自分の考えをもつための学習活動の工夫 

   ◇自分で考えて引く線は黒または青で、みんなで話し合いながら数を絞った重要語句には赤で
線を引く。これにより、各個人が自分の読みを視覚的に確かめることができる。 

  ○自分の考えを明確にしながら読み深めるための教材・教具の工夫 

   ◇各事例に対する自分の感想を付箋に記入しワークシートに貼る。単元の終末で自分の意見を

書くときに、これまでに書いた付箋を活用していく。 
  ○自分の立場を明確にし、他の考えと比べて自分の考えを広げ、深める場の設定の工夫 

    ◇「交流コーナー」を設け、互いに意見文を読み合う場を設ける。 

 【工夫②】個に応じた指導と評価の工夫 

  ○一人一人の読む力や課題、関心に応じた指導の工夫 

    ◇ワークシートを毎時間評価する。一人一人の読みを見取り、ヒントを書き込む。 

 ○児童が学習を振り返り、次の課題を明確にするための自己評価カードの工夫 

    ◇各時間の学習内容に対して、振り返りの自己評価（４段階）を行う。 

  ○一人一人の学習状況に応じた指導を行うための個別支援計画の工夫 

    ◇書き込みに戸惑っている児童には、教科書の本文をそのまま抜き出すだけの別のワークシー

トを用意する。習熟している児童には論の展開などを読み取る学習に取り組ませる。 
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３
（
本
時
） 

(5)学習指導計画・評価計画（５時間扱い）  （検証授業の本時 ３／５） 

 

時
間 各時間の目標 

学習活動に即した 
具体的な評価規準 
（評価方法） 

主な学習活動 
◇研究主題に迫るための手だて 

１ 

「海にねむる未
来」を読み、これ
からの読みのめ
あてをもつ。 

自分が読み取った「海にあ
る宝物」を書いている。 
（観察・ワークシート） 
 

①黒板に掲示した第１意味段落（問題提示）の文
章を読む。 
②「海にある宝物」を探しながら、私たちの未来
について考えることを知る。 
◇学習が定着していない児童でも学習の見通し
がもてるように、読みの視点を明確にして、単
元の導入を行う。【工夫①】 
③全文を読み、自分が読み取った「海にある宝物」
を書く。 
④形式段落に番号を付け、３つの意味段落に分け
る。 
⑤自己評価をする。 
◇児童の意欲や理解を確認するために、自己評
価を行う。【工夫②】 

２ 中心となる語や
文の関係を押さ
えながら、サメの
事例・海綿の事例
を読み取る。 
 
 

「サメの事例」での読み方
を生かして、指示語などに
着目しながら「海綿の事
例」の中心となる語や文に
サイドラインが引けてい
る。（観察・サイドライン）
 
ポンポーニ博士の海綿の
研究に対する自分の感想
を書いている。（付箋） 
 

①「サメの事例」を読み、「海にある宝物」につい
て考え、学び方を知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇繰り返し出てくる語句に着目するよう助言す
る。【工夫②】 
②「サメの事例」での読み方を生かして、「海綿の
事例」を読み、「海にある宝物」について自分で
考える。 
 
 
 
③自己評価をする。 

 
第２意味段落（事
例）を読み、３つ
の事例の共通点
を読み取る。 
 
 
 

 
書かれている内容を的確
に読み取り、３つの事例に
共通する「海にある宝物」
とは何かについて考えて
いる。 
 （観察・ワークシート） 
 

 
①前時の学習を生かして、「カブトガニの事例」を
読み、「海にある宝物」について自分で考える。
 
 
 
②３つの事例に共通する「海にある宝物」につい
て考える。 
◇筆者がどのような事実に基づき、どのような論
理を用いているか考えさせる。【工夫①】 
◇本文の叙述をそのまま抜き出すだけで答えが
書けるワークシートも用意する。【工夫②】 
◇中心となる語（「生きるためのちえ」）が書かれ
ている児童には、発展的な問題のワークシート
を用意する。【工夫①②】 
③自己評価をする。 

学習の流れ 
１ 文章を読む。 
２ 「海にある宝物」がわかる中心となる語や
文に青鉛筆でサイドラインを引く。 
３ サイドラインを引いた語や文を発表する。
４ 全体で話し合い、特に重要な中心となる語
や文は何か考え、赤鉛筆でサイドラインを
引く。矢印などの記号を使い語句と語句を
関係付ける。 
５ 研究に対する自分の感想を付箋に書く。 

学習の流れ
１ ～ ５ 

学習の流れ
１ ～ ５ 

・海にある宝物ってなんだ

ろう。カブトガニの血液

のことかな。 
・人類にとって大切なもの

ではないかな。 
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４ 

第３意味段落（ま
とめ）を読み、「海
にねむる未来」の
要旨をとらえる。 
 
 

中心となる語や文の関係
を振り返り、要旨をとらえ
ている。（ワークシート） 
 

①第３意味段落を読み、筆者の考える「海にある
宝物」について考える。 
◇第２意味段落にある３つの事例が筆者の考え
を支える根拠となっていることを確認する。 

【工夫①】
②「要旨」について知る。 
③ 文章の構成と中心となる語や文について振り
返る。 
④「海にねむる未来」の要旨をとらえる。 
⑤ 自己評価をする。 

５ 未来に対する自 
分の意見をもつ。 
 
 

付箋に書いた感想をもと
に、未来に対する自分の意
見を書いている。 
（ワークシート） 
 

①全文を読み、これまでの学習を振り返る。 
②自分の意見を書いた付箋を整理する。 
◇付箋を整理しながら自分の意見を明確にさせ
る。【工夫①】 
③付箋をもとに、未来に対する自分の意見をワー
クシートに書く。 
④書き終わったら、「交流コーナー」へ行き、お互
いの意見文を読み合い、感想を交換する。 
⑤自己評価をする。 
 
 
 
 

 

(6)検証授業の成果と課題（研究主題に迫るための手だてについて） 

 

 成   果 課   題 

単
元
構
成 

○「海にある宝物とは何か」を発問の中心に

することで、事例を比較して読むことがで

きた。 

・学習材の特徴をつかんで発問を吟味する必要が

ある。 

サ
イ
ド
ラ
イ
ン 

○色分けをしてサイドラインを引くことによ

って、発問に対する考えを深め、その根拠

を明らかにすることができた。 

・サイドラインを引いた発問に対する中心となる

語や文をさらに関係付け重要語句を視覚的にと

らえるための工夫が必要である。 

付
箋 

○各時間に自分の考えを書くことで要旨に対

する自分の意見をまとめるのに役立てるこ

とができた。 

・叙述に基づいた自分の考え（感想）を具体的に

書く指導が必要である。 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

○ワークシートを毎時間評価することでヒン

トを書き込んだり、別のワークシートを用

意したりして、個に応じた指導ができた。

・別のワークシートの提示の仕方を考える必要が

ある。 
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高学年第２分科会 

１ 分科会研究主題 

「要旨をとらえ、自分の考えを明確にしながら読む力を育てる個に応じた指導の工夫」 

２ 高学年第２分科会の実践 １０月実施 

(1)単元名「生き物のつながりを考えよう」 

  学習材「生き物はつながりの中に」  (平成１７年度版 光村図書 ６年上) 

(2)単元の目標 

◎内容を的確に押さえながら要旨をとらえ、要約する。 

○書かれている内容について、事例と感想、意見の関係を押さえ、生き物の特徴について

自分の考えをもちながら読む。  

(3)単元の評価規準 

 
国語への関心・意欲・態度 

 
読む能力 

 
言語についての 
知識・理解・技能 

･「生き物はつながりの中に」
について、自分の考えを広
げたり深めたりするために
進んで読もうとしている。 

・筆者の叙述の仕方を利用し
ながら、気を付けるべきポ
イントを意識して要旨をと
らえている。 
・生き物の特徴について、自
分なりの考えをもってい
る。 

・はじめ（問題提示）・中（例
示・問題提示の答え）・おわ
り（筆者の主張）の文章構
成を理解している。 
・筆者の叙述の仕方を利用し
て、自分の考えをまとめて
いる。 

(4)研究主題に迫るための手だて 

【工夫①】論理的な思考力を育てる指導の工夫 

○既習事項を確認し、読みの意欲をもたせるための学習過程の工夫 

◇説明的文章を読むための学習の手引きを活用することで、学習内容や方法を理解し、自

ら学習を進めていけるようにする。 

○文章構成について理解し、自分の考えをもつための学習活動の工夫 

◇文のまとまりごとに感想を書き留めていくことで、自分の考えを明確にさせるようにす

る。 

◇文章構成を図に表し、段落相互のつながりについて考えを深められるようにする。 

◇全文を要約させ、筆者の論の展開について理解を深められるようにする。 

○自分の立場を明確にし、相手と比べて自分の考えを広げ、深める場の設定の工夫 

◇意味段落や学習の最後の感想・意見を交流させ、感想や意見をもつための視点に気付き、

自分の考えを広げたり深めたりできるようにする。 

【工夫②】個に応じた指導と評価の工夫 

○一人一人の読む力や課題・関心に応じた指導の工夫 

◇段落ごとのヒントカードを用意し、内容をつかめるようにする。 

◇「学習形態によるグループ別学習」を取り入れることにより、児童一人一人が自分に合

った学び方を選択でき、教師側にとっては効果的な指導ができるようにする。 

○一人一人の学習状況に応じた指導を行うための個別支援計画の工夫 

◇前時の学習から一人一人の学習状況を評価し、指導のねらいを明確にすることで効果的

に支援できるようにする。 
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(5)学習指導計画・評価計画（７時間扱い）  （検証授業の本時 ５／７） 

 

時
間 
各時間の 
目標 

学習活動に即した
具体的な評価規準
（評価方法） 

主な学習活動 
◇研究主題に迫るための手だて 

１ 生き物のつ
ながりにつ
いて自分な
りに考え、
読みのめあ
てをもつ。 

問題提示文
を探し出し
ている。 
（ワークシート） 

◇学習の手引きを基に学習内容を見通す。【工夫①】 

①形式段落１を読み、問題提示文を探す。 

②全文を読み、学習計画を立てる。 

２ 形式段落２
から４を読
み、生き物
の特徴１を
読み取る。 

要点になる
重要語句に
サイドライ
ンを引いて
いる。 
（ワークシート） 

①形式段落２～４を読み、要点をまとめる。 
◇要点を見付けるために学習の手引きを確認する【工夫①】
<学習の流れ> 
(1)文章を読む。 
(2)重要語句にサイドラインを引く。 
◇重要語句を見付けるために形式段落ごとのヒントカードを
用意する。【工夫②】 
(3)重要語句を発表し、全体で話し合って要点となる語句を決
める。（赤鉛筆） 
(4)各形式段落の要点を付箋に書く。 

３ 形式段落５
から７を読
み、生き物
の特徴１を
読み取る。 
 
 
文章に沿っ
て、自分の
考えや感想
をもつ。 

要点になる
重要語句に
サイドライ
ンを引いて
いる。 
（ワークシート） 

 

読 み取った
生き物の特
徴に対する、
自分の考え
を書いてい
る。（付箋） 

◇効果的な指導をするために、児童に合ったグループで学習
させる。【工夫②】 

「自分で」グループ（自分で
学習を進めるグループ） 

「友達と」グループ（友達と話し合
いながら学習を進めるグループ） 

①形式段落５～７を読み、要点をまとめる。 
◇重要語句を見付けるために形式段落ごとのヒントカー 
ドを用意する。【工夫②】 

②感想を書き、交流する。 
◇相手と比べて自分の考えを広げ深めるために感想交流 
をさせる。【工夫①】 

③小見出しを付ける。  

◇一人一人の学習状況に応じた指導を行うために、個別支援
表を活用する。【工夫①】 

４ 

 

 

 

 

 

 

要点を手が
かりに、段
落のつなが
りを考え、
文章構成を
図に表す。 

段落のつな
がりを理解
し、文章構成
を図に表し
ている。 
（ワークシート） 

◇効果的な指導をするために、児童に合ったグループで学習
させる。【工夫②】 

「自分で」グループ 「友達と」グループ 

①形式段落８を読み、要点を付箋に書く。 
◇重要語句を見付けるために形式段落ごとのヒントカー
ドを用意する。【工夫②】 

②感想を書き、交流をする。 
◇相手と比べて自分の考えを広げ深めるために感想交流
をさせる。【工夫①】 

③今までの付箋を利用し、文章構成を図に表す。 
◇段落相互のつながりを考えるために、文章構成の図を作
成させる。【工夫①】 

◇一人一人の学習状況に応じた指導を行うために、個別支援
表を活用する。【工夫①】 

５ 文章構成を
表す図をも
とに、文章
全体を要約
する。 

大事なとこ
ろを落とさ
ず、要約して
いる。 
（ワークシート） 

①文章構成を表す図を見ながら、各段落の要点の軽重を考えて
整理する。 
②要点をつなぐ言葉を考えながら要約する。 
◇一人一人の学習状況に応じた指導を行うために、個別支援
表を活用する。【工夫①】 

（
本
時
）
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６ 生き物のつ
ながりにつ
いて自分の
考えや感想
を書く。 

筆者の意見
に対して、自
分の考えを
書いている。 
（ワークシート） 

生き物のつながりについて自分の考えや感想を書く。 
<感想を書く視点> 
(1)最初に自分が考えた生き物のつながりと筆者の考えとを比
べる。 

(2)意味段落ごとの自分の感想をふくらませる。 
(3)「生きていることはすてきなこと」という筆者の主張につ
いての考えを書く。 
◇意味段落ごとに感想を書かせ、感想や意見をもつための視
点に気付かせる。【工夫①】 

７ 生き物のつ
ながりにつ
いて、自分
の考えを広
めたり、深
め た り す
る。 

自分の意見
と友達の意
見 の 共 通
点・相違点に
ついて書い
ている。（付箋） 

「生き物のつながり感想交流会」を開く。 
①友達の感想を読み、自分の意見や考えを付箋に書き、交流す
る。 
◇相手と比べて自分の考えを広げ深めるために感想交流をさ
せる。【工夫①】 

 
 
(6)検証授業の成果と課題（研究主題に迫るための手だてについて） 
 

  成   果 課   題 
学
習
の 

手
引
き 

○手引きを活用することにより、学習方法

や内容を理解して主体的に学習できた。

  

文
章 構
成
図 

○文章構成を図に表すことは、筆者の論の

展開をとらえ、要約する際に役に立っ

た。 

  

・ヒントカードを使う場合と教師の助言が必要

な場合についてさらに検討する。 
ヒ
ン
ト 

 
 

カ
ー
ド 

○段落ごとのヒントカードを用意するこ

とは、要点を見付ける支援となり、また

意欲付けの手だてともなっていた。 ・児童に考えさせるヒントの工夫が必要であ

る。 

個
別
支
援
表 

○個別支援表を活用することで、児童の学

習状況の把握ができ、教師側は指導のね

らいをより明確にし、効果的な支援がで

きた。 

・支援するために活用しやすい形式を工夫す

る。 

○グループ学習により、習熟度に応じて効

率よく指示や支援ができた。 

・自分に合ったグループを選ぶことに悩んでい

る児童には、教師の助言が必要である。 

グ
ル
ー
プ
別
学
習 

○自分にあったグループを選ぶことによ

り、児童は意欲的に学習に取り組むこと

ができた。 

・学習計画に合ったグループ別の活動の工夫が

必要である。 

○要約文を書くことにより、筆者の主張の

軽重を考え、論の展開を理解することが

できた。 

・要約の際に、要約の手順を明確に示す。 

要 
 

約 

○要約文を書くことで、説明的文章の構成

や論理の展開を理解し、筆者の論の展開

に沿って感想を書くことができた。   

○感想を書く学習は、もう一度筆者の主張

を考えるきっかけとなり、論の展開の理

解が深まった。 

・感想を書くための支援を明確にしておく。 

感 
 

想 

○意味段落ごとの感想を書くことにより、

筆者の考えの根拠をとらえて、それにつ

いての自分の考えをもつことができた。
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Ⅲ 研究の成果と課題 

１ 論理的な思考力を育てる指導の工夫 

○「論理的な思考力を育てる読むこと」の評価規準表を作成したことにより、「読むこと」の学

習において身に付けさせたい論理的な思考力を明確にすることができた。論理的な思考力を

育てる視点で「事実や意見等を区別して読み取る力」「筆者の意見等を支える根拠や理由を読

み取る力」「文章構成や論理の展開に沿って内容を読み取る力」「事実や根拠に基づいて自分

の考えをもつ力」という４つの観点から整理した。この評価規準に沿って、低学年、中学年、

高学年のつながりを考えた具体的な手だてをたて、さらに年間指導計画の修正や重点化を進

めたい。 

○学習過程を工夫したことで、児童が読みのめあてをもち、見通しをもって学習を進めること

ができた。単元の中で学習活動の繰り返しを設け、児童が学び方を身に付けながら、自分の

考えを主体的にもてるようにした。 

○読み取りをする過程でサイドラインを引くことは、筆者の論理の展開を確かめられるだけで

なく、自分がどのくらい確実に読み取れたのかということを児童自身が評価できるというこ

とも分かった。また、サイドラインを色分けしたり、具体物や付箋を活用したりするなど発

達段階に応じた工夫をし、次の読みの学習につなげたことは、読みのめあてを達成させるの

に有効であった。さらに、言葉を手がかりに読み深める学習方法を探る必要がある。 

○文章構成をつかむ活動では、接続語を手がかりにしたり、問いと答えあるいは文章構成を表

す図にまとめたりするなど発達段階を考慮した学習活動を進めた。このことは、筆者の論の

展開を学ばせるのに有効であった。今後は、自分の考えを、論理的な組み立て方や思考の仕

方を生かして表現するための指導の手だてを工夫する必要がある。 

 

２ 個に応じた指導の工夫 

○学習形態や学習方法を工夫したことは、一人一人の学習状況に応じた指導として有効であっ

た。グループ別学習では、自分に合った支援が受けやすくなったり、自分の学習しやすい形

態を選んだりして、児童は学習への意欲を高めていた。また、ヒントカードやワークシート

を数種類用意し、必要に応じて選択させたことは、読みのめあてに向かって学習するだけで

なく、児童自身が学習状況を把握する力も育てることができた。今後はさらに、効果的なグ

ループ別学習の設定の在り方について検討していく必要がある。 
○個別支援表を作成し活用することで、児童の学習状況を把握しポイントを絞った指導をする

ことができた。１時間の授業の中で全ての児童の評価をすることは難しいが、授業後にワー

クシート等から学習状況を把握して記入した。一覧表にすることで個々のねらいに沿った効

果的な指導をすることができた。さらに形式を工夫し、個に応じた指導の中で生かしていき

たい。 
○自分に身に付いた力を確認したり、読みの力に即しためあてを選んだりできる自己評価カー

ドを使うことで、児童は次時を見通し、学習意欲を高めることができた。しかし、どのよう

なめあてを選ぶか戸惑う児童には、教師の助言が不可欠である。さらに、発達段階や単元の

ねらいに応じ、自己評価カードの観点を検討する必要がある。 
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Ⅳ　資料

　１　「説明的文章を読むこと」に関する意識調査
Ⅰ教員用アンケート（２４校　２６８人に実施）
問１ 国語科の読むことの授業で重視している指導事項はどんなことですか。（複数回答可）

問２

問３ 説明的文章と文学的文章ではどちらの指導が得意ですか。（１つ選択）

問４ 説明的文章を読む学習で工夫していることは何ですか。（複数回答可）

問5 説明的文章を読むことを通して特に育てたいことは何ですか。（複数回答可）

問6 説明的文章の指導で難しいと感じることは何ですか。（複数回答可）

学習後の発展学習の工夫

その他

指導方法の工夫

単元構成の工夫

導入の工夫

既習の学習内容を生かす工夫

○叙述内容に即した読むことに関する指導事項

（説明的文章の読みなど）

○声を出して読むことに関する指導事項

○読書的な読むことに関する指導事項

（読んで調べる学習にかかわるものなど）

（読書に親しむ態度の育成など）
○事象と感想、意見にかかわる読むことに関する指導事項

（文学的文章の読みなど）

○目的的な読むことに関する指導事項

文章構成を理解する力

要旨をまとめる力

自分の考えをもつ力

論理的な思考力

接続詞や文末表現などの言語に関する力

事象と感想、意見を見分ける力

科学的な事柄に対する興味・関心

その他

実体験と結び付けること

児童が筆者の考えをとらえること

その他

読む力の個人差への対応

児童が自分の考えをもつこと

児童が文章構成を知ること

中心となる語や文をとらえたり、小見出しを付けたりすること

説明的文章を読むことと文学的文章を読むことでは、どちらが児童にとって興味をもちやすいと思いま
すか。（１つ選択）

○想像的な読むことに関する指導事項
（文学的文章の読みなど）

説明的文章
 12%

どちらかと言えば
説明的文章 40%

どちらかと言えば
文学的文章 41%

文学的
文章 7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

説明的
文章 6%
どちらかと言えば
説明的文章 16%

どちらかと言えば
文学的文章 64%

文学的文章 14%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

14%

37%

48%

60%

60%

62%

5%
22%
25%

32%
42%

55%

1%

25%

32%

32%

47%

49%

63%

65%

3%
25%

32%

36%

39%

42%

68%

 
問１より「想像的な読み」「声に出して読む読み」「叙述内容に即した読み」の指導事項を

教師が重視していることが分かる。だが一方で、「事象と感想、意見にかかわる読み」や「目

的的な読み」など論理的な思考力を育成する指導事項が下位に位置している。 
 問３から、教師の説明的文章と文学的文章の指導についての自信には大きな差があるとは 
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言えない。しかし、問２の結果のように、教師は児童が説明的文章より文学的文章の読みに

興味を示すであろうと考えており、自分の指導が必ずしも児童の興味をひきつけていないこ

とを感じていると思われる。実際、児童のアンケートの結果でも、説明的文章の授業は好ま

れていない。その理由として問４の下位に位置している「学習後の発展学習の工夫」「既習の

学習内容を生かす工夫」が十分になされていないことが理由の一つと考えられる。また、問

５の上位にある「文章構成を理解する力」「要旨をまとめる力」に指導の重点を置くあまり、

その基礎となる言語事項など既習の学習の指導が十分でないことも理由の一つと考えられる。

このことは問６の結果として「個人差への対応」が最も多かったことにもつながっており、

個に応じた指導の中で対応していかなくてはいけないと思われる。 
 以上のことより、基礎的・基本的な内容の定着を図るために指導事項を見直し、個に応じ

た指導や学習過程を工夫し、指導の改善をする必要があると考える。 
 
Ⅱ児童用アンケート（低学年：６校８０５人　中学年：５校６６７人　高学年：１３校９６７人に実施）

問１ 説明文と物語文の学習はどちらが好きですか。（１つ選択）

問2 説明文の学習では、文を読んで考えることができましたか。（１つ選択）

問3

問1 説明文の学習と物語文の学習はどちらが好きですか。（１つ選択）

問2 説明文の学習でよく分からないことはなんですか。（複数回答可）

問3

説明文で勉強した文の読み方は、ふだんの生活や大人になってから役に立つと思いますか。（１つ選
択）

説明文を読んだときに、書いてあることについて自分の感想や意見をもつことはできましたか。（１つ
選択）

説明文に出てくる言葉の意味

低学年

中学年

段落を意味のまとまりで分けること

段落ごとに大事な文や語を見つけること

段落ごとに要点をまとめること

説明文 25%
どちらか
と言えば
説明文9%

どちらかと言えば物語文
23%

物語文 43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

37%

39%

41%

43%

とてもできた
 11%

まあまあできた 59% あまりできなかった 26%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

まったくでき
なかった４%

とてもできた 43% まあまあできた 46%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

まったくでき
なかった４%

とても役に立つと思う
53%

まあまあ役に立つと思
う 31%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

まったく役に立
たないと思う６%

説明文 12%
どちらか
というと
説明文 10%

どちらかというと物語文
39%

物語文 39%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

や

あまり役に立たな
いと思う10%

あまりできな
かった７%
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問4

問１ 説明文の学習と物語文の学習はどちらが好きですか。（１つ選択）

問2 説明文の学習でよく分からないことはなんですか。（複数回答可）

問3

問4

高学年

説明文の読み方や考え方は、ふだんの生活や大人になってから役に立つと思いますか。（１つ選択）

説明文を読んだときに、筆者の考えに対して自分の考えをもつことはできましたか。（１つ選択）

説明文の読み方や考え方は、ふだんの生活や大人になってから役に立つと思いますか。（１つ選択）

筆者の考えが書かれた段落と例が書かれた段落を見つけ
ること

説明文に出てくる言葉の意味

段落を意味のまとまりに分けること

要旨をまとめること

とても役に立つと思う
38%

まあまあ役に立つと思う
45%

あまり役に立た
ないと思う 13%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

まったく役に立
たないと思う４%

説明文 9%
どちらかというと
説明文 14%

どちらかというと物語文
40%

物語文 38%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

27%

33%

35%

57%

とてもできた
 10%

まあまあできた 60% あまりできなかった 26%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても役に立つと思う
25%

まあまあ役に立つと思う
56%

あまり役に立た
ないと思う 14%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

まったく役に立
たないと思う５%

まったくでき
なかった ４%

 
 
 アンケートの問３（低学年 問２）より、児童は説明的文章を読み、自分の感想や意見、

考えをもつことはおおむねできていると思っていることが分かる。また、問４（低学年 問

３）より、学習の価値についても感じていることが分かる。だが、問１に表れているように

児童は説明的文章よりも文学的文章の方を好んでいる。この傾向は、高学年になるにしたが

って顕著である。つまり、説明的文章を読む楽しさを十分感じているとは言えない。そこで、

説明的文章の読みにおいては、楽しさを感じる授業に改善していく必要があると思われる。 
 また、中学年においては、問２の結果から分かるように、学習内容のどの項目においても

4割程度の児童がよく分からないと答えている。これらのことから、指導の工夫・改善をし、
中学年で身に付けるべき学習内容を確実に定着させることができれば、児童は、説明的文章

を理解でき、説明的文章を読む楽しさを味わうことができると考える。 
 また、高学年では、問２の結果から分かるように、学習内容のどの項目においても 3割強
の児童がよく分からないと答えている。特に要旨をまとめることにおいても、6 割強の児童
がよく分からないと答えており、指導の改善が求められる。そこで、高学年の児童の説明的

文章の読みにおいては、筆者の論理を検討する楽しさを感じる授業に改善していくとともに、

高学年で身に付けるべき学習内容の定着を図る指導の工夫が必要であると思われる。 
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２ 「論理的な思考力を育てる読むこと」の評価規準表 
評価の観点 低 学 年 中 学 年 高 学 年 

国語への 
関心・意欲・態度 

 〇大事なこととそれを

支えることの区別を

しようとしている。 

○筆者の考えと事実を

区別しながら読もう

としている 

読む力 
 〇大事なこととそれを

支えることの区別を

しながら読んでいる 

○筆者の考えと事実を

区別しながら読んで

いる。 

事
実
や
意
見
等
を 
 
 

区
別
し
て
読
み
取
る
力 

言語について
の知識・理解 

 〇大事なこととそれを

支えることを区別す

るための接続語や文

末表現の言葉をおさ

えている。 

○文章構成や文末表現

などを手がかりに、筆

者の考えと事実を区

別している。 

国語への 
関心・意欲・態度 

○大事な言葉を見つけ

て、内容の大体を読も

うとしている。 

〇中心となる語や文を

選び出そうとしてい

る。 

○的確に文章の内容を

読み取り、要旨をとら

えようとしている。 

読む力 

○順序や内容を表す大

事な言葉に気をつけ

て、内容の大体を読ん

でいる。 

○中心となる語や文を

とらえて文章を正し

く読んでいる。 

○中心となる語や文の

関係を押さえ、的確に

文章の内容を読み取

り、要旨をとらえてい

る。 

 

筆
者
の
意
見
等
を
支
え
る 

 
 
 

根
拠
や
理
由
を
読
み
取
る
力 

言語について
の知識・理解 

○主語と述語の関係に

注意している。 
○接続語、文末、繰り返

し語句などの言葉を

おさえている。 

○接続語や指示語の役

割を理解し、文末表現

をおさえている。 

国語への 
関心・意欲・態度 

○大事な言葉から、文章

のまとまりや内容の

大体をとらえて読も

うとしている。 

〇段落相互の関係をと

らえ内容の中心を読

み取ろうとしている。 

○文章構成をとらえよ

うとしている。 

読む力 

○文章のまとまりがわ

かり、事柄の順序やつ

ながりに気をつけて

読んでいる。 

○文章全体における段

落の役割や段落相互

の関係をとらえなが

ら読んでいる。 

○文章構成を理解し、筆

者の主張の軽重をと

らえながら読んでい

る。 

文
章
の
構
成
や
論
理
の
展
開
に
沿
っ
て 

 
 
 

内
容
を
読
み
取
る
力 言語について
の知識・理解 
 

○指示語や接続語に気

をつけて読んでいる。 
〇文章全体における段

落の役割について理

解している。 
○接続語や指示語を理

解している。 

○文章にはいろいろな

構成があることにつ

いて理解している。 

国語への 
関心・意欲・態度 

○自分なりの疑問や感

想をもって読もうと

している。 

〇自分なりの考えをま

とめようとしている。 
○筆者の意見や感想に

ついて、自分の考えを

明確にしながら読も

うとしている。 

読む力 

○様子や事柄を思い浮

かべ、疑問や感想をも

ちながら読んでいる。 
○自分の感想の根拠を

叙述や経験に結び付

けて読んでいる。 

〇読み取った内容につ

いての意見や感想を

まとめている。 
○友達との交流を通し

て自分の考えを見つ

め直している。 

○筆者の意見や感想に

ついて、自分の考えを

明確にしながら読ん

でいる。 

論 
 
 
 

理 
 
 
 

的 
 
 
 

な 
 
 
 

思 
 
 
 

考 
 
 
 

力 

事
実
や
根
拠
に
基
づ
い
て 

 
 
 

自
分
の
考
え
を
も
つ
力 言語について
の知識・理解 

○自分の感想の基にな

る言葉や文に気付い

ている。 

〇自分の考えの根拠と

なる語句や文に気付

いている。 

○自分の考えを表現す

る際に、根拠となる語

や文を適切に用いて

いる。 
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低

学

年 

文 京 区 

豊 島 区 

板 橋 区 

八 王 子 市 

多 摩 市 

あきる野市 

誠 之 小 学 校 

池袋第二小学校 

志村第二小学校 

大 和 田 小 学 校 
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２年 

２年 

２年 
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清瀬第四小学校 
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岩本  里 美 

☆橋爪  純子 

石上  洋 子 

風見 美輪子 

佐藤  宏 子 

３年 

３年 

３年 

３年 

４年 

高

学

年

第

一 
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江 東 区 
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大 田 区 

世 田 谷 区 

北 区 
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飯 田  学 
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米 山  剛 

５年 

５年 

５年 

５年 

５年 

５年 

５年 

高

学

年

第
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６年 
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６年 

６年 

６年 
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